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運転手順書改正指示票起案
（起案者） 改正担当班

改正指示内容確認

課内検討依頼（開始）

課長承認上覧（開始）

（課内マニュアル変更要の場合）

課内マニュアル
改正指示票起案へ

保安管理専門委員会
でのコメントを反映

プラント管理チーム

改正指示内容確認

保安管理専門委員会
審議対応窓口

・必要書類の確認、
・保安管理専門委員会
　審議議事録添付(「軽微な
　変更｣の場合を除く)

回議書の作成・起案

（２／２図へ）

・「運転手順書改正状況管理表」
　への記入
・改正指示票の発行を連絡
（日勤管理職、当直長、補佐、
　チームリーダへ）

（運転手順書改正状況
管理表に記入）

（軽微な変更）

手順書検討チーム 課内上覧／課長承認等 安全品質管理室
長/プラント管
部長/主任技術

者

保安管理専門
委員会審議 管理課長 所長

改正指示内容確認 改正指示内容確認
／改正指示票の発行指示

各設備担当班

軽微な変更か否か確認
（軽微な変更の場合、不要理由を明記）

合議 文書審査

運転手順書
維持管理者

図１ 運転手順書改正の流れ（１／２）

１.運転保守技術検討会
運転分科会（知見収集）

（大洗・ふげん）
２.シミュレータ模擬運転確認

手順書検討チーム
（必要に応じて対応／とりまとめ）

手順書改正案の検討（改正案へのコメント等）

手順書改正案の合議（コメント反映結果等の確認） 課長承認

課長確認

審 議

所　長

承　認

手順書改正案の作成

以下のものを含む。
・関連規定類との整合性確認結果
・設計要求事項との適合性確認結果
・運転手順書間の整合性確認結果
・その他必要な事項

コメント反映
（コメント反映版手順及び
コメント処理表の作成、
　　　必要書類の準備）

改正指示票起案

改正指示票番号
発行年月日を記入

（運転手順書改正状況
管理表に記入）

（｢運転手順書改正状況
　管理表｣に記入）

（｢運転手順書改正状況
　管理表｣に記入）
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運転手順書 改正指示票 
 

回議書 起案（   (回)   ）→所長決裁（   も(規則)第   号） 所長決裁日 平成  年  月  日 
施 行 日 平成  年  月  日 

□審議事項 審 議 日 平成  年  月  日 所長承認 
委員会 □軽微事項／理由：□軽微な字句の変更 □機器名称等の改訂 

          □軽微な手順の変更 □その他（        ）  

当直長 改正担当班（  班/ﾁｰﾑ） 
課長 課代 

主幹／ 
副主幹 

手順書 T 
A 班 B 班 C 班 D 班 E 班 

管理 T  課代／ 
当直長 TL/補佐 担当者 

             
課 
長 
承 
認 

課長承認日  平成 年 月 日  課長承認希望日 平成 年 月 日（コメントがあれば朱記の上、氏名を記入のこと） 

課内マニュアル改正指示票 □無し □有り（                   番号           ） 

大洗・ふげんでの検討 □不要 □要（大洗、ふげん）→検討会実施→ コメント □無し □有り（議事録添付） 
↑ 

□ 検討完了後 管理チームに返却  
当直長 改正担当班（  班/ﾁｰﾑ） 

課長 課代 
主幹／ 
副主幹 

手順書 T 
A 班 B 班 C 班 D 班 E 班 

管理 T  課代／ 
当直長 TL/補佐 担当者 

             

改 
正 
案 
検 
討 
依 
頼 課内検討完了日 平成 年 月 日 コメント返却希望日 平成 年 月 日（コメントを朱記の上、氏名を記入のこと） 

↑ 
□ 上覧後 管理チームに返却 

改正指示票番号 
（管理チームにて採番） 

改正担当班 確認 
（   班/ﾁｰﾑ） 起 案（   班/ﾁｰﾑ） 

  改   �  
課長 課代 

主幹／ 

副主幹 手順書 T 管理 T 課代／当直長  課代／ 当直長 TL/補佐 担当者 

発行日 
平成  年  月  日 

    
     

運転手順書名  
                              （別紙 □有 □無） 

運転手順書の処置区分 □ 制定      □ 改正         □ 廃止 
 □ 設備変更通知書 □ 事故・トラブルの反映 □ 規定類の変更  
処置理由 □ 他課からの指摘 □ より良い手順     □ 官庁等の指示・指導     
 □ その他（                                  ） 
設計要求事項との適合性確
認 □ 要  □ 不要 （                            ） 

関連規定類との整合性確認 □ 要 （□保安規定 □承認文書 □設置許可 □関係法令）  □ 不要（                                  ） 
運転手順書間の整合性確認 □ 要  □ 不要 （                            ） 
シミュレータ確認 □ 要  □ 不要 （                            ） 
課内マニュアルの改正 □ 不要 □ 要  （起動前点検チェックシート、その他            ） 
参考資料 □ 無し □ 有り （                            ） 

改 

正 

指 

示 

内 

容 

手順書制定・改正・廃止概要 
 
 
 
 
 
 

注）起案時は、太線で囲まれた範囲を記入すること。また、□印は該当部にチェックすること。 
 

高速増殖炉研究開発センター プラント管理部 発電課 

運転手順書を改正する場
合は、各当直長の確認を
得ることとしている。 

関連規定類、運転手順書間の 
整合性を添付し回覧すること
としている。 

運転手順書管理要領様式 
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関連規定類と
の整合性確認
の様式 
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(2) 【他の運転手順書の参照】 
 
当該警報の処置は、原則として一つの手順書で対応可能とする。そのため、他の運転手
順書の参照（警報処置手順書どうしの参照含む）は行わないものとする。 
但し、下記①�⑤に該当する場合については、他の手順書の参照を可能とする。 
 
① 事象の進展により故障時･異常時運転手順書へ移行する場合 
② 対応･復旧操作を行うにあたり、時間的に裕度がある場合 
③ 復旧操作量が膨大な場合 
④ 処置としてプラント通常停止操作または出力降下が必要な場合 
⑤ プラント全体には影響を与えないが、他系統に影響を与えるような事象（ユーティ

リティ等の一部停止）で、事象が進行して発報する可能性のある警報の場合。 
 

上記①�③に該当する場合は、「確認･注意事項」に参照する手順書名、参照箇所を以下
のように明確に記載する。 

 
記載例１：異常時運転手順書 ｢原子炉トリップ･タービントリップ｣ 
記載例２：設備別運転手順書 ｢２次主冷却系｣ 3.3.3 項 
記載例３：プラント起動・停止手順書 ｢通常停止｣ 
記載例４：警報処置手順書「１次系 EMP-B コイル温度高」 

 
(3)  関係する規定類(所則を含む上位規定に限る)との整合性については別途定められた

「関係規定類との整合性確認チェックシート」により行う。 
 
(4) 原因、結果、処置は、各々を対応させることにより、原因または結果に応じた処置を

明確に記載する。 
 
(5) 操作ステップが同一シート内で移行する場合は、移行する箇所を明確に記載する。 
 

*+,-HLM©

�¾�´ÑNW 

 



 

 

表 4.1.2-12 異常時・故障時運転手順書の構成及び記載内容 
記載事項 記載内容 

１．異常の原因 異常の原因について、想定される範囲で記載する。 
２．異常発生の判断と適用
手順 

(1)異常発生の判断 
・手順書の適用の要否を判断することを記載。 
・異常発生の判断に必要な検知手段、警報、プロセ
ス量を簡潔に記載。 

(2)適用手順 
・対応手順が複雑な場合に早期にプラント状態を把
握し、適切な運転操作対応を目的として記載。 

３．通報連絡 (1)通報連絡箇所 
・異常発生の際に当直長が行う通報連絡箇所を記
載。 

(2)通報連絡内容 
・当直長が行う通報連絡内容について記載。 

４．運転操作 (1)運転操作マップ 
・異常事象について、プラント推移全体(概要)の把
握、各運転操作項目の位置づけの把握等を目的に
記載。 

(2)運転操作項目全般 
・当直長、中央運転員、現場運転員が異常事象発生
以降行うべき指示、操作、確認及び監視内容を記
載。 

５．チェックシート (1)運転操作確認チェックシート 
・当直長によるプラント対応進行状況（重要な機器
動作、重要なプロセス量及びその変化など）を確
認することを目的に記載。 

(2)プラント状態確認チェックシート 
・異常時対応操作後において、プラントが安全な状
態であることを確認することを目的に記載。 

６．添付資料 異常時操作に必要な資料がある場合はその資料を記
載。 
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４．運転操作

燃料出入機冷却ガスモニタ放射線当
量率高警報確認

１

管理区域からの
退避ページング

２

自動化使用「半自動」２*

Yes

プロセス量の確認及び継続監視

３

-3-

本体Aｺﾌｨﾝ上・中・下部温度1*
「上昇傾向」

No

Yes

燃料移送ポット破損の疑い

格外コンファイメント手動形成
４

自動化運転「除外」
補助盤への切替3*4*

７

新燃料炉心装荷

８

燃取系計算機データ更新

９

燃料取替作業中断
プロセス値継続監視

10

No

（注）
１*：以下のプロセス値を参考確認
　 　・本体Aグリッパ駆動部装置温度（上昇傾向）
　　 ・本体Aコフィン上部・中部・下部温度（上昇傾向）
　 　・本体Aグリッパ荷重記録（下降傾向）
２*：本体Aドアバルブ温度高／低警報で自動化除外となら　
　　　ない場合を示す。
３*：自動化運転除外によりステップ７「新燃料炉心装荷」

を未実施の場合、新燃料装荷を実施する。
４*：補助盤から操作を実施中の場合、ステップ８の(1)～　
　　(11)の確認・操作は行わない。

ファン１台停止

５

格外コンファイメント状態
燃料出入設備等

継続監視

６

燃料出入機冷却ガスモニタA(B)
「ＢＧ×５未満」（暫定）No

Yes

破損燃料入り破損
燃料移送ポットの処理を実施

（本手順書範囲対象外）

燃料出入機冷却ガスモニタ
放射線当量率高高発報

Yes

「燃料出入機冷却ガスモニタ
放射線当量率高高」参照No

運転操作マップ

4.1　燃料出入機冷却ガスモニタ放射線当量率高

（備考）燃料取扱設備操作室操作員は、燃料環境課長の指示の下、当直長と連絡を　
　　　　とり異常の措置をとる。

通報連絡

２

改正前は、放射線量率
高高のみ記載していた。
そのため、放射線当量
率高と高高の放射線レ
ベルが異なる対応手順
を記載した。
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4.2　燃料出入機冷却ガスモニタ放射線当量率高高

１

-22-

管理区域からの
退避ページング

２

格外コンファイメント状態
燃料出入設備等

継続監視

５

燃料出入機冷却ガスモニA(B)
｢≪ＢＧ×5｣（暫定）

No

Yes

自動化運転「除外」、補助盤への切替1*

６

新燃料炉心装荷

８

燃取系計算機データ更新

９

燃料取替作業中断、プロセス値継続監視

格外コンファイメント形成確認

３

７

ファン１台停止

４

燃料出入機冷却ガスモニタ放射
線当量率高高警報確認

　運転操作マップ

破損燃料入り破損
燃料移送ポットの処理を実施

（本手順書範囲対象外）

１*：補助盤から操作を実施している場合、
　　 ステップ６の操作は行わない。

（備考）燃料取扱設備操作室操作員は、燃料環境課長の指示の下、当直長と連絡を　
　　　　とり異常の措置をとる。

通報連絡

２
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